
様式第４号 

若葉区地域活性化支援事業 評価シート 

団体名 美助っ人クラブ 

事業名 地域で元気に暮らす―わたし元気発信― 

No. 評価項目 採点の考え方 評価の基準 評価 

1 事業の実施状況 

実施時期・場所、実施回数、事業規

模、費用など、事業が申請時の計画

どおりに進められたか。 

Ａ：計画を上回って実施できた 

Ｂ：計画どおり実施できた 

Ｃ：計画どおりに実施できなかった 
B 

2 事業目的の達成度 

申請時に掲げた目的が達成された

か。達成に複数年要する目標の場合

は、事業の成果が事業目的の達成に

つながっているか。 

Ａ：達成できた又は達成に十分つながった 

Ｂ：達成まであと一歩だった 

  又は達成に多少はつながった 

Ｃ：達成には不十分だった 

A 

3 事業成果の有効性 

事業の成果は、制度目的である地域

課題の解決や地域活性化につながっ

たか。 

Ａ：制度の目的に十分に寄与するものだった 

Ｂ：制度の目的に多少は寄与するものだった 

Ｃ：制度の目的に寄与しなかった 
A 

4 ＰＲ活動の積極性 

事業への参加者・協力者を増やすと

ともに、自団体の活動をＰＲするた

めに積極的な周知が行われたか。 

Ａ：様々な媒体を活用し積極的なＰＲが 

行われた 

Ｂ：小規模ではあるが一定のＰＲが行われた 

Ｃ：ＰＲはあまり行われなかった 

B 

5 外部団体との交流 

事業の実施をきっかけとして、外部

（他団体、地域住民など）との交流

が行われ、団体構成員の増加や新た

な事業計画の検討など団体の活性化

が図られたか。 

Ａ：外部との交流が行われ、団体の活性化に 

つながる具体的な成果があった 

Ｂ：外部との交流が行われたが、団体の活性   

化につながる具体的な成果はなかった 

Ｃ：外部との交流には消極的で、団体活性化

の 

ための具体的な成果もなかった 

B 

6 活動の継続性 

事業もしくは団体としての活動の継

続・発展に向けた実施団体の動きが

あるか。 

Ａ：団体として具体的な計画を立てている。 

Ｂ：団体としての動きが多少ある 

Ｃ：継続・発展に向けた動きはない 
B 

特記事項 

・電話基地ステーションについては、近所づきあいが希薄になりつつある社会において、顔の見える

地域社会の一助となり、大いに評価できる。 

・自ら発信してこない方々についても、安否確認等を含め、何らかの介入ができることを検討された

い。 

・「あそこに行けば何かあるかもしれない」、「何かあったらとりあえず聞いてみよう」と思われるような

団体として、今後も地域住民の繋ぎをできるような更なる発展を期待する。 

 


